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Objective 

地球上（1G環境下）では、土壌中の水分は下方流動することは明らかであるが、宇

宙環境下（0G、微小重力下）での土壌中の水分の動態にはあまり関心が寄せられて

いない。土壌中の水分移動を捉える事は、植物が生育する上で重要な透水性・保水

性を理解することに繋がる。微小重力下での土壌中の水分移動を解明することは、

現在期待されている「宇宙農業」の実現に向けての重要な指標として貢献できると

考えた。また、この現象を可視化することで、子ども達の宇宙への関心がより高ま

るのではないかと期待する。本実験では、この水分移移動を可視化し、動画・画像

として取得し解析することを目的とした。 

 
 
Method and Analysis  
 

〈実験方法〉 

本実験では、模擬土壌としてガラスビーズを使用した。 

３つのアクリル製の円柱カラムを用意し、粒径の小さいガラスビーズと水(カラム

A)・粒径の大きいガラスビーズと水(カラム B)・水のみ(カラム C)を入れふたを閉め

て固定した。水は、水溶性蛍光染料で溶かした（水：蛍光染料＝9：1）。この３つ

のアクリルカラムをブラックライトで照射し、微小重力下での水分移動を観察する

とともに、ビデオカメラで記録した。※使用したガラスビーズの粒径は以下の通り 

（図１）。 

 



 

 図１ 使用したガラスビーズ。数値は直径を表す。 

6.3～6.9mm   11mm    20mm          30mm 

 

〈実験装置〉 

実験装置は図２のように作成した。 

 

 

     図２ 微小重力実験装置 

 

■ビデオカメラには、SONY/HDR‐CX700Vを使用した。また、蛍光溶液を発光させる

ために、ブラックライト（トリックポスタードットコム/TBL‐08/BLB）を 2本使用し

た。ビーズを充填したアクリル円柱カラム（後藤製作所/オーダーメイド）は内径 

内径 80mm 外径 100mm 高さ 300mmであった。カラム Aには１日目の飛行実験では 6.3〜



6.9mm、2 日目の飛行実験では 11mmのビーズを、カラム Bには１日目の飛行実験

では 20mm、2日目の飛行実験では 30mmのビーズを充填し、カラム C には蛍光溶

液のみを入れた。 
 

 

Result and Discussion 

1 日目の飛行実験では、図３に示すような画像を取得することができた。水の量は、

すべてのカラムが同水位になるように設定した。 
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図３ 1 日目飛行実験結果。左から右に向かってカラム A,B,C を示した。 

 



２日目の実験結果を図４に示した。このときは水の量はすべてのカラムで 150mlに

統一した。 
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図４ 二日目飛行実験結果。左から右に向かってカラム A,B,C を示した。 

 



二日間の実験で、０G で水が上昇する様子を確認することができた。土壌中の水は、

重力の変化に伴い移動していくことが考えられる。今回の実験で水が上昇した要素

として以下の点が考えられる。水の表面張力、粘性、カラム壁面とガラスビーズ表

面の濡れ性の違いである。今回 20秒という短時間で土壌中の水の大きな動きを観察

することは難しかったが、長期的な微小重力環境を作り出すことができれば、表面

張力により土壌中の水分は一様な分布となり、植物はどこからでも水を吸うことが

できる土壌環境が作れるのではないか、と考えられる。（図５） 

 

     １G          ０G 

図５ 重力別の多孔質対中の水分分布の模式図 

Conclusion 

動画及び画像の取得ができた。これらより、0Gにおける水の上昇も確認することが

できた。今後は取得した画像を解析するとともに、ガラスビーズやアクリル円柱カ

ラムの濡れ性等を検証し、しっかりと結果を出していきたい。 
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